Medizinprodukteunfall bei einer arzlichen Behandlung und die Gefahrdungshaftung by 橋口 賢一
医療機器事故と危険責任

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































催 ｢平成15年度 医療用具の承認 ･許可等に係る講習会｣の資料を参照｡
2 日本経済新聞においても.｢医療事故 機器が凶器に変わるとき｣と題 して医療機器事故
に関する特集が4回に渡って組まれており,この間題が今日にあって社会問題化 していると
いっても過言でない｡2003年日月23日,同24日,同25El,同26日付日本経済新聞を参照｡













残された問題一医行為概念をめぐって｣日本医事法学界編 『医事法学叢書第1巻 医師 ･患
者の関係』310頁 (E]本評論社,1986)0
6 錦結成史 ｢医療機器事故に基づく民事責任 (1)(2･完)｣論疋112巻6号】頁以下 (1983),
同日5巻6号1頁以下 (1984).
7 錦織 ･前掲注 (6)｢(1)｣10頁以下｡
8 錦織 ･前掲注 (6)｢(1)｣15頁以下｡
9 錦織 ･前掲注 (6)｢(1)｣16頁以下,｢(2･完)｣1頁以下｡
10 錦織 ･前掲注 (6)｢(2･完)｣ 2頁以下｡
11 錦絞 ･前掲注 (6)｢(2･完)｣8頁｡
12 正司伊久恵 ｢判批 【2】｣民情201号37頁以下 (2003)｡
13 加々美光子 ｢判枇 【3】｣民情214号99頁 (2004)｡
14 若干ながら言及するものとして,植木哲ほか 『医療判例ガイ ド』12頁以下 〔植木哲〕(育
斐髄,)996)がある｡
15 GesetzuberMedlZLnPrOduktev281994,BGB11963その後,さらに2002年法改正がおこな
われ て い る｡ この改正 法 に関 す る文 献 と して, DEL/{5CJl/LJi'pe′γ鮎lze/ Med'zJn-








17 たとえば,使用上の注意の詳細lj:顧慮 (本法2条5項)や十分な資格を有する者の投入 (本









械,器異なとの具体的な裁判例を踏まえて-｣LLr田卓生編集代表 ･加藤雅信編 『新 ･現代損
































36 詳細は,拙稿 ･前掲江 (3)136頁以下を参照0






















53 たとえば,医師は電気焼灼器の操作時,反対の電極が間違って取 り付けられることで著 し
い火傷が惹起されることを認識 していなければならない｡BGH MedRI999,321(焼灼器),
oLG Ce日eVersR1977,257 (電気焼灼器),BGH VersRJ955573 (電気焼灼器),OLG KoLn
versR】978,1025(電気焼灼器)














desSchuldrechts,Bd.I,198LS104日ff この鑑定意見に関しては,山本隆司 ･手嶋豊 ｢西 ドイ
ツにおける医師の民事貨任に関する立法提案｣判夕522号167頁以下 (1984)も参照.
-88(88)-
64 錦織 ･前掲往 (6)｢(2･完)｣4頁以下｡また,浦川道太郎 ｢ドイツにおける危険責任の







作 した者の操作 ミスに帰せ られ うるとの結論に至 ったようである｡ LitL/Fs/Uuenb/I/Ck,
aaO.S469
68 BGHZ 54,319,336F. DeurFcJl/Ahrenl,Delktrecht,4Au°,Rn7･, EnneccerL/SAehmβnn,
Schu]drecht,15ーAufl,§230I1










76 Kolz,aa.0,S1833 なお,締結 ･前掲江 (6)｢(2･完)｣9頁も参照｡
77 Kolz,ado,51801
78 pf7Li,er.a.aO,198F

































91 拙稿 ･前掲往 (3)169頁｡
92 同様の指摘をなすものとして,浦川 ･前掲注 (64)794頁以下｡
93 宮川博史 ｢医療事故と信頼原則 (複数の医療関係者と責任分担)｣根本久編 『裁判実務体
系第17巻医療過誤訴訟』240頁 (青林書院,1990)0







96 浦川 ･前掲注 (64)796頁｡
97 すでにいくつかの文献が公表されている｡たとえば,河原格 ｢遠隔医療の法的問題｣東洋
法学47巻1号121頁以下 (2003)などG
提出年月日二2005年4月 5日
190(90)-
